
（14）

企
業
再
生
手
法
の
現
状

〜
私
的
整
理
と
法
的
整
理
を
め
ぐ
っ
て
〜

松
尾
　
順
介

は
じ
め
に

近
年
、
企
業
再
生
に
お
い
て
、
私
的
整
理
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
私
的
整
理
と
は
、
会
社
更
生
法
や
民
事
再
生
法
な
ど
の
法
的
整

理
と
は
異
な
り
、
債
権
者
と
債
務
者
の
間
の
自
治
的
な
協
議
に
よ
っ
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
手
続
き
の
迅

速
性
、
費
用
の
廉
価
性
、
債
権
計
画
の
柔
軟
性
が
指
摘
で
き
る
と
と
も
に
、
当
事
者
間
の
協
議
・
交
渉
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
世
間

に
公
表
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
風
評
被
害
を
回
避
し
や
す
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

特
に
、
中
小
企
業
の
再
生
の
場
合
、
法
的
整
理
は
費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
私
的
整
理
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
的

整
理
の
最
大
の
難
点
は
、
反
対
債
権
者
に
対
す
る
拘
束
力
を
欠
く
こ
と
や
不
公
正
な
処
理
が
行
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
私
的
整
理
を
適
切
に
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
仕
組
み
と
し
て
以
下
の
手
続
き
や
組
織
の
活
動
を
列

挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
金
融
・
産
業
界
の
代
表
者
や
弁
護
士
・
学
者
等
が
委
員
と
し
て
、
ま
た
官
公
庁
の
担
当
者

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
「
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研
究
会
」
が
二
〇
〇
一
年
九
月
に
公
表
・
施
行
し
た
も
の
で
、
透

明
な
手
続
き
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、「
メ
イ
ン
寄
せ
」
と
い
わ
れ
る
旧
来
の
債
務
処
理
か
ら
プ
ロ
ラ
タ
で
の
処
理
へ
と
転



換
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
二
日
に
成
立
し
た
「
株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
法
」
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
、
同
年
五
月
に
業
務
を
開
始
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
の
債
権
の
買
取
申
込
み
等
期
限
ま
で
に
四
一
件
の
案
件
に
対
し
て
支

援
決
定
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
三
月
一
五
日
に
解
散
し
た
。
こ
の
間
、
同
機
構
は
私
的
整
理
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
。
こ
れ
は
、
公

的
機
関
が
過
剰
債
務
を
抱
え
る
企
業
に
対
し
て
、
私
的
整
理
の
枠
組
み
を
与
え
る
と
と
も
に
、
各
種
の
再
生
支
援
策
を
施
し
た
も
の

と
い
え
る
。

第
三
に
、
各
都
道
府
県
の
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
二
月
か
ら
各

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
債
務
者
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
債
権
者
間
調
整
、
再
建
計
画
策
定
支
援
、
完
了
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
中
小
企
業
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
四
に
、
整
理
回
収
機
構
（
略
称：
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
と
し
て
一
九
九
六
年
に
発
足
し
、
不
良
債
権
の
買

い
取
り
と
回
収
を
行
う
と
と
も
に
、
再
生
型
回
収
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
種
の
私
的
整
理
で
あ
る
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー

ム
を
用
い
た
債
務
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
五
に
、
裁
判
外
紛
争
処
理
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
制
度
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
制
定
の
「
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き
の
利
用
に
関
す
る

法
律
」
お
よ
び
改
正
産
活
法
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
機
関
が
事
業
再
生
に
関
し
て
裁
判
外
紛
争
解
決
を
行
う
も

の
で
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
事
業
再
生
実
務
家
協
会
が
初
の
認
定
を
受
け
た
。

第
六
に
、
企
業
再
生
支
援
機
構
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
地
域
の
中
堅
・
中
小
企
業
や
第
三
セ
ク
タ
ー
再
生
を
手
が
け
る
「
地
域

力
再
生
機
構
設
置
法
案
」
が
提
出
さ
れ
た
が
、
継
続
審
議
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
四
月
「
企
業
再
生
支
援
機
構
法
案
」
が
提
出
さ
れ
、

す
で
に
国
会
で
可
決
さ
れ
た
。
今
秋
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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他
方
、
こ
れ
ら
の
私
的
整
理
の
動
向
と
と
も
に
、
法
的
整
理
の
面
で
も
新
た
な
動
き
が
あ
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ｄ

Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
と
は
、
破
綻
企
業
の
経
営
陣
が
退
陣
せ
ず
に
更
生
計
画
等
に

関
与
で
き
る
会
社
更
生
手
続
き
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）
か
ら
東
京
地
裁
（
民
事
八
部
）
で
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
私
的
整
理
と
し
て
、
事
業
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
の
現
状
お
よ
び
企
業
再
生
支
援
機
構
の
構
想
に
つ
い
て
検
討
し
た

上
で
、
法
的
整
理
と
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
を
検
討
す
る
。

１
　
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ

上
述
の
通
り
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
事
業
再
生
実
務
協
会
が
初
め
て
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
認
定
を
受
け
た
後
、
い
く
つ
か
の
利

用
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
コ
ス
モ
イ
ニ
シ
ア
（
旧
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
）
の
事
例
で
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
債
務
を
削
減
し
、
経
営
再
建
を
図

る
私
的
整
理
を
開
始
す
る
こ
と
を
銀
行
団
に
通
知
し
、
そ
の
際
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
し
て
事
業
再
生
実
務
協
会
の
利
用
申
請
が
行
わ

れ
、
そ
れ
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
（
１
）。

報
道
に
よ
れ
ば
、
同
社
は
、
二
〇
〇
五
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
よ
り
リ
ク
ル
ー
ト
グ
ル

ー
プ
か
ら
独
立
し
、
現
在
は
ユ
ニ
ゾ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
筆
頭
株
主
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
が
落
ち
込
み
、

〇
八
年
四
―
一
二
月
期
は
三
二
七
億
円
の
赤
字
、
有
利
子
負
債
も
約
二
〇
〇
〇
億
円
に
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同

社
は
突
出
し
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
を
持
た
ず
、
取
引
先
金
融
機
関
も
三
つ
の
メ
ガ
バ
ン
ク
や
住
友
信
託
銀
行
な
ど
約
四
〇
の
金
融
機
関

に
達
し
て
い
る
（
２
）。

Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
き
に
そ
っ
て
、
第
一
回
債
権
者
集
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は
再
建
計
画
案
の
概
要
、
経
営
責
任
の

明
確
化
、
株
主
責
任
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
な
ど
の
金
融
支
援
要
請
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
第
二
回
債

権
者
集
会
で
再
建
計
画
を
協
議
し
、
第
三
回
債
権
者
集
会
で
議
決
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
（
３
）。

な
お
、
第
一
回
債
権
者
集
会
で
は
、
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Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
一
一
〇
億
円
の
資
金
調
達
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

次
に
、
日
本
ア
ジ
ア
投
資
の
事
例
で
は
、
借
入
金
お
よ
び
社
債
（
私
募
債
）
の
弁
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
等
を
取
引
金
融
機
関

に
対
し
て
要
請
し
、
交
渉
す
る
に
際
し
て
、
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
交
渉
内
容
は
あ

く
ま
で
も
弁
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
、
債
務
免
除
や
金
利
減
免
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
５
）。

第
三
に
、
ラ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
旧
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
グ
ル
ー
プ
）
の
事
例
で
は
、
事
業
再
建
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
、
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
き
の
利
用
申
請
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
（
６
）。

す
で
に
同
社
は
、
サ
ー
ベ
ラ
ス
お
よ
び

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
関
連
会
社
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
対
し
て
、
第
三
者
割
当
増
資
（
約
一
八
・
九
億
円
）
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
後
も
収
益
は
改
善
せ
ず
、
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
き
の
利
用
を
検
討
す
る
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
同

社
は
約
二
〇
に
上
る
金
融
機
関
に
対
し
て
債
権
放
棄
な
ど
の
支
援
を
求
め
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

現
時
点
で
は
、
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
に
つ
い
て
、
以
上
の
事
例
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
内
々
に
手
続
き
を
進
め
ら
れ

る
点
が
私
的
整
理
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
多
数
の
案
件
が
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
す
る
の

は
、
金
融
機
関
の
債
権
者
が
多
数
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
多
数
の
金
融
機
関
と
個
別
に
交
渉
す
る
の
は
、
実
務
的
に
煩
瑣
な
上
、

交
渉
結
果
に
お
い
て
公
平
性
を
欠
く
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
専
門
性
の
高
い
弁
護
士
を
介
し

て
、
公
平
か
つ
透
明
に
交
渉
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
金
融
機
関
側
も
国
の
認
証
を
受
け
た
Ａ
Ｄ
Ｒ

の
枠
組
み
で
条
件
変
更
す
る
こ
と
で
、
行
内
稟
議
な
ど
が
通
り
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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２
　
企
業
再
生
支
援
機
構

地
域
力
再
生
機
構
は
、
産
業
再
生
機
構
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
構
想
を
持
っ
て
い
た
が
、「
ね
じ
れ
国
会
」
の
下
で
、

法
案
通
過
の
目
処
は
立
た
ず
、
継
続
審
議
の
ま
ま
一
年
以
上
も
宙
づ
り
状
態
が
続
い
た
の
で
あ
る
（
８
）。

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
四
月
三

日
、
民
主
党
が
「
中
小
企
業
再
生
支
援
機
構
法
案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、
同
機
構
の
創
設
に
つ
い
て
最
終
調
整
が
行
わ

れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
間
の
新
聞
報
道
（
９
）

に
よ
る
と
、
自
民
、
公
明
、
民
主
の
三
党
の
協
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
扱
い

で
あ
り
、
政
府
案
が
三
セ
ク
を
主
な
支
援
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
民
主
党
は
三
セ
ク
に
関
し
て
は
、
国
や
地
方
自
治
体
に
も

経
営
責
任
が
あ
り
、
税
金
を
投
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
一
方
、
地
域
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
機
構
が
必
要

と
し
て
、
三
セ
ク
の
除
外
を
求
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
協
議
の
結
果
、
与
党
側
は
早
期
の
法
案
成
立
を
優
先
し
て
、
第
三
セ
ク
タ

ー
を
支
援
対
象
か
ら
外
し
、
中
堅
・
中
小
の
民
間
企
業
の
再
生
に
焦
点
を
当
て
た
組
織
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
体
が
出
資
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
機
構
へ
の
出
資
を
嫌
う
自
治
体
の

意
向
が
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
10
）

が
、
そ
の
一
方
で
地
域
力
再
生
機
構
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
か
ら
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
初
の
構
想
が
縮
小
し
た
印
象
も
あ
る
が
、
三
セ
ク
が
除
か
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
あ
ま
り
影
響
が
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
地
方
財
政
法
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
三

セ
ク
処
理
に
よ
っ
て
自
治
体
が
肩
代
わ
り
し
た
債
務
は
、
地
方
債
で
資
金
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
機
構
に
頼
る
必
要
性
が
小
さ

く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
11
）。

確
か
に
、
資
金
面
で
は
、
地
方
債
で
調
達
で
き
れ
ば
問
題
は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地

域
力
再
生
機
構
に
は
、
複
雑
な
利
害
関
係
を
処
理
し
、
三
セ
ク
再
生
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
必
ず
し
も
問
題
な
し
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
与
野
党
合
意
の
結
果
、
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
の
再
生
を
支
援
す
る
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら

（18）



れ
、
名
称
も
「
企
業
再
生
支
援
機
構
」
と
変
更
さ
れ
た
上
、
四
月
二
三
日
に
法
案
は
衆
議
院
を
通
過
し
た
（
12
）。

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
九
年
九
月
に
も
同
機
構
は
発
足
す
る
見
通
し
と
の
こ
と
で
あ
る
（
13
）。

た
だ
し
、
同
機
構
発
足
の
目
途
は
た
っ
た
も
の
の
、
同
機
構
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
人
材

集
め
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
の
役
割
分
担
、
資
本
の
確
保
な
ど
の
点
か
ら
懸
念
す
る
見
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
14
）。

ま
ず
、
再
生
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
産
業
再
生
機
構
が
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
有
能
な
人
材
を
確
保
で
き
た

こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
金
融
業
界

は
潜
在
的
あ
る
い
は
顕
在
的
に
余
剰
な
人
材
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
企

業
再
生
に
は
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
か
つ
て
の
よ
う
に
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、
今

で
は
か
な
り
広
く
共
有
さ
れ
、
体
得
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
現
在
活
動
し
て
い
る
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
同
協
議
会
が
債
権
者
間
調
整
に
お
け
る

中
立
的
な
仲
介
者
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
合
理
的
で
実
行
可
能
な
再
生
計
画
を
策
定
支
援
す
る
こ
と
が
主
た
る
役
割
で
あ
る
の
に
対

し
、
同
機
構
は
債
権
買
い
取
り
か
ら
融
資
・
債
務
保
証
・
出
資
な
い
し
株
式
取
得
、
さ
ら
に
人
材
派
遣
ま
で
広
範
囲
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
協
議
会
の
支
援
の
大
半
は
、
返
済
計
画
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
中
心
で
あ
る
（
15
）。

し
た
が
っ
て
、

協
議
会
と
は
明
確
な
機
能
分
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
に
、
出
資
資
金
の
確
保
も
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
民
間
金
融
機
関
の
出
資
に
つ
い
て
は
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、

現
在
私
的
整
理
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
全
体
と
し
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
特
に
金
融
機
関
が
私
的
整
理
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
同
機
構
に
対
す
る
金
融
機
関
の
ニ
ー
ズ
は
か
な
り
強
い
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
産
業
再
生
機
構
が
最
終
黒
字
で
解
散

し
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
機
構
の
資
本
確
保
は
、
必
ず
し
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

（19）



る
。３

　
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生

会
社
更
生
に
移
行
し
た
場
合
、
私
的
整
理
を
進
め
て
き
た
旧
経
営
陣
は
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
会
社
更
生
に
移
行
す
る

際
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
常
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
会
社
更
生
に
移
行
し
て
も
、
経
営
者
継
続
を
可
能
と
す
る
よ

う
な
運
用
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
手
続
き
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
東
京
地
裁
の
判
事
に
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
発

表
さ
れ
た
論
文
（
16
）

は
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
の
数
社
の
会
社
更
生
案
件
で
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
更
生
手
続
き
が
導
入
さ
れ
た
。

同
論
文
で
は
、
最
近
の
会
社
更
生
事
件
か
ら
見
て
と
れ
る
点
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
申
立
て
の
時
期
が
遅
く
、

著
し
い
窮
境
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
②
保
全
管
理
人
や
管
財
人
に
は
弁
護
士
を
選
任
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
は
法
律
問
題
だ

け
で
な
く
、
経
営
問
題
に
も
通
暁
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
な
り
無
理
を
強
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
倒
産
の
責
任
の
な
い

経
営
者
を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
）、
③
発
生
し
て
い
る
倒
産
件
数
に
比
し
て
、
会
社
更
生
申
立
事
件
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
債
務
者
企
業
が
申
立
て
を
た
め
ら
う
理
由
と
し
て
、
経
営
権
の
問
題
（
申
立
て
す
れ
ば
経
営
権
を
手

放
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
）、
お
よ
び
法
的
整
理
を
利
用
す
る
こ
と
で
事
業
価
値
が
毀
損
す
る
と
い
う
懸
念
を
債
務
者
企
業
の
経
営

者
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同
論
文
で
は
、
会
社
更
生
手
続
き
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
更
生
手
続
き
を
提
案
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
更
生
手
続
き
の
運
用
要
件
と
し
て
、
以
下
を
挙
げ
て
い
る
。
①
現
経
営
陣
に
不
正
行
為
等
の
違
法
な
経

営
責
任
の
問
題
が
な
い
こ
と
、
②
主
要
債
権
者
が
現
経
営
陣
の
経
営
関
与
に
反
対
し
て
い
な
い
こ
と
、
③
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
べ
き

も
の
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
了
解
が
あ
る
こ
と
、
④
現
経
営
陣
の
経
営
関
与
に
よ
っ
て
会
社
更
生
手
続
き
の
適
正
な
遂
行
が
損
な
わ

（20）



れ
る
よ
う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
論
文
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
の
運
用
と
し
て
、
以
下
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
申
立
て
後
、
弁
済
禁
止

の
保
全
処
分
の
発
令
と
併
せ
て
、
監
督
命
令
お
よ
び
調
査
命
令
を
発
令
し
、
経
験
の
あ
る
弁
護
士
を
監
督
委
員
兼
調
査
委
員
に
選
任

す
る
。
同
委
員
は
、
現
経
営
陣
に
よ
る
事
業
経
営
お
よ
び
財
産
管
理
処
分
の
監
督
や
手
続
き
開
始
の
当
否
の
調
査
等
を
行
う
も
の
と

す
る
。
次
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
手
続
き
の
運
用
を
認
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
更
生
手
続
き
を
開
始
し
、
現
経
営
陣

の
中
か
ら
管
財
人
を
選
任
す
る
。
な
お
、
開
始
決
定
と
同
時
に
、
改
め
て
調
査
命
令
を
発
令
し
、
保
全
段
階
に
お
け
る
監
督
委
員
兼

調
査
委
員
を
調
査
委
員
に
選
任
す
る
。
調
査
委
員
は
、
管
財
人
が
裁
判
所
に
提
出
す
る
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録
、

更
生
計
画
案
な
ど
の
当
否
を
調
査
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
譲
渡
契
約
、
Ｆ
Ａ
契
約
、
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
な
ど
重
要
な
行
為
に
つ
い

て
、
慎
重
な
調
査
と
具
体
的
な
意
見
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
通
常
の
会
社
更
生
手
続
き
で
は
、
申
立
て
か
ら
更
生
計
画
認
可
ま
で
一
年
強
を
要
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会

社
更
生
で
は
、
約
六
カ
月
強
で
手
続
き
を
進
行
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
民
事
再
生
手
続
き
と
大
差
の
な
い
期
間
で

手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
手
続
き
の
主
た
る
相
違
点
は
、
会
社
更
生
手
続
き
で
は
、
担
保
権
者
全
員
を
手
続
き
に
巻
き

込
ん
で
再
建
案
を
策
定
す
る
の
に
対
し
、
会
社
更
生
手
続
き
で
は
、
担
保
権
者
と
別
除
権
協
定
を
結
ん
で
手
続
き
を
行
う
点
と
な
る

だ
ろ
う
。

な
お
、
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
再
生
を
考
え
る
際
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
の
手
続
き
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
の
場
合
、
個
人
の
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
経
営
者
の
属
人
的
要
素
が
事
業
の
基
盤
を
構
成
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
経
営
者
交
代
は
、
そ
の
ま
ま
事
業
基
盤
の
喪
失
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
適
当
な
後
継
者
が
不
在
の

場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
た
上
で
、
旧
来
の
経
営
者
が
そ
の
ま
ま
事
業

（21）



を
引
き
継
い
だ
ほ
う
が
企
業
再
生
し
や
す
い
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
現
時
点
で
申
し
立
て
ら
れ
た
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今
後
多
く
の
事
例
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
効
果
が
検
証
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
ク
リ
ー
ド
は
、
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
と
不
動
産
投
資
を
事
業
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
資
金
繰
り
悪
化
の
た
め
、
二
〇
〇
九
年

一
月
九
日
に
会
社
更
生
法
を
申
請
し
た
。
同
社
は
、
現
経
営
陣
の
中
か
ら
管
財
人
を
選
ぶ
（
現
代
表
取
締
役
社
長
が
管
財
人
に
選
任

さ
れ
る
）
と
と
も
に
、
現
経
営
陣
が
更
生
計
画
策
定
に
か
か
わ
る
こ
と
と
な
り
（
17
）、

Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
の
最
初
の
事
例
と
な
っ
た
（
18
）。

次
に
、
日
本
綜
合
地
所
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
の
大
手
で
あ
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
市
況
の
悪
化
か
ら
在
庫
が
積
み
上
が
り
、
借
入

金
の
増
大
と
棚
卸
資
産
の
評
価
損
が
拡
大
し
、
資
金
繰
り
も
逼
迫
し
た
た
め
、
二
〇
〇
九
年
二
月
五
日
、
会
社
更
生
法
を
申
請
し
た
。

こ
の
事
例
で
は
、
代
表
取
締
役
社
長
と
弁
護
士
が
管
財
人
に
選
任
さ
れ
て
い
る
（
19
）。

報
道
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
が
経
営
を
行
う
よ
り
も
、

上
場
に
至
る
ま
で
経
営
を
け
ん
引
し
て
き
た
人
材
で
経
営
し
た
ほ
う
が
早
期
再
生
に
つ
な
が
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事

業
再
建
の
過
程
で
は
経
営
者
の
私
財
投
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
20
）。

し
か
し
、
同
年
四
月
二
〇
日
、
管
財
人
と

な
っ
た
代
表
取
締
役
は
、
管
財
人
を
辞
任
し
た
。
も
う
一
方
の
管
財
人
が
発
表
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、「（
管
財
人
に
就

任
し
た
社
長
の
）
経
営
責
任
の
取
り
方
に
つ
い
て
の
ご
質
問
を
受
け
る
機
会
が
多
く
、
経
営
責
任
を
明
確
に
す
る
方
法
を
検
討
」
し
、

辞
任
を
決
断
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
21
）。

こ
の
文
言
か
ら
、
経
営
者
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
就
任
に
つ
い
て
、
主
要
債
権
者
の
同
意

に
お
い
て
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
に
、
あ
お
み
建
設
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
佐
伯
建
設
工
業
と
国
土
総
合
建
設
が
合
併
し
て
発
足
し
た
海
洋
土
木
会
社
で
あ

る
。
同
社
は
、
公
共
事
業
の
縮
小
を
受
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
民
需
の
開
拓
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
が
、
取
引
先
の
破
綻
に
よ

る
焦
げ
付
き
の
た
め
、
資
金
繰
り
が
行
き
詰
ま
り
、
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
に
会
社
更
生
法
を
申
請
し
た
。
同
社
も
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
手

（22）



続
き
を
と
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
（
22
）。

た
だ
し
、
同
社
の
場
合
、
更
生
法
申
請
直
前
（
二
月
九
日
）
に
代
表
取
締
役
社
長
の
交
代

（
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員
が
代
表
取
締
役
に
異
動
、
異
動
日：

三
月
三
一
日
付
）
が
公
表
さ
れ
（
23
）、

そ
の
後
前
倒
し
し
て
会
社
更
生
法

申
請
日
付
で
就
任
し
て
い
る
（
二
月
一
九
日
）
（
24
）。

さ
ら
に
、
シ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
不
動
産
開
発
業
者
で
あ
り
、
不
動
産
市
況
の
悪
化
か
ら
資
金
繰
り
に
行
き
詰
ま
っ
た
た
め
、
二

〇
〇
九
年
六
月
一
一
日
、
会
社
更
生
法
を
申
請
し
た
が
、
同
社
も
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
を
目
指
す
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
25
）。

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
の
会
社
更
生
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
反
面
、
経
営
責
任
が
不
透
明

に
な
り
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
（
26
）、

あ
る
い
は
管
財
人
と
債
権
者
と
の
間
の
利
益
相
反
が
起
き
や
す
い
こ
と
（
27
）

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
事
例
の
蓄
積
を
待
っ
て
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
言
う
ま
で
も
な
く

「
良
い
先
例
を
作
る
こ
と
」
（
28
）

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
私
的
整
理
お
よ
び
法
的
整
理
に
つ
い
て
、
最
近
の
動
向
を
検
討
し
た
が
、
私
的
整
理
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
、
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
お
よ
び
企
業
再
生
支
援
機
構
の
三
機
関
の
棲
み
分
け
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
領
域

が
重
複
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
者
は
、
再
生
対
象
企
業
の
窮
境
段
階
に
応
じ
て
機
能
分
化
し

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
窮
境
度
が
比
較
的
軽
微
で
、
返
済
計
画
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
債
権
者
間
調
整
で

再
生
可
能
な
企
業
は
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
が
担
当
す
る
。
ま
た
、
多
数
の
債
権
者
と
の
間
で
Ｄ
Ｅ
Ｓ
や
債
権
放
棄
等
を
含

む
交
渉
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
雑
な
案
件
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
き
を
利
用
す
る
。
さ
ら
に
、
債
権
買
い
取
り
や
出
資
・
融
資
と

い
っ
た
資
金
調
達
を
含
む
案
件
に
つ
い
て
は
、
企
業
再
生
支
援
協
議
会
が
担
当
す
る
。
三
つ
の
枠
組
み
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
こ
の
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よ
う
な
分
担
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
、
法
的
整
理
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
が
ど
の
程
度
活
用
さ
れ
、
そ
れ
が
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
か
ど
う
か

は
、
事
例
の
蓄
積
を
待
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
事
業
譲
渡
と
法
的
整
理
と
を
組
み
合
わ
せ
た

再
生
手
法
や
特
別
清
算
を
利
用
し
た
再
生
手
法
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
１
）

コ
ス
モ
イ
ニ
シ
ア
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
四
月
二
七
日
付
）、
参
照
。

http://w
w

w
.cigr.co.jp/cosm

osinfo/ir/ir_docum
ents/im

g/03/ir_new
s_09/ir_new

s090427.pdf

（
２
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
四
月
二
六
日
、
参
照
。

（
３
）

コ
ス
モ
イ
ニ
シ
ア
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日
付
）、
参
照
。

http://w
w

w
.cigr.co.jp/cosm

osinfo/ir/ir_docum
ents/im

g/03/ir_new
s_09/ir_new

s090428-1.pdf

（
４
）

コ
ス
モ
イ
ニ
シ
ア
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
五
月
二
〇
日
付
）、
参
照
。

http://w
w

w
.cigr.co.jp/cosm

osinfo/ir/ir_docum
ents/im

g/03/ir_new
s_09/ir_new

s090520.pdf

（
５
）

日
本
ア
ジ
ア
投
資
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
五
月
一
三
日
付
）、
参
照
。

http://w
w

w
.jaic-vc.co.jp/jp/release/pdf/2009/090513.pdf

（
６
）

ラ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
六
月
一
五
日
付
）、
参
照
。

http://w
w

w
.radiaholdings.com

/rhd/pdf/20090615155849.pdf

（
７
）

『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
、
参
照
。

（24）



（
８
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
木
新
二
郎
「
継
続
審
議
と
な
っ
た
地
域
力
再
生
機
構
法
案
」
事
業
再
生
と
債
権
管
理
Ｎ
ｏ．

一
二
一
、
八
四
ペ

ー
ジ
、
参
照
。

（
９
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
二
日
お
よ
び
一
六
日
、
参
照
。

（
10
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
〇
日
、
参
照
。

（
11
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
同
上
、
参
照
。

（
12
）

同
法
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
参
照
。http://w

w
w

.shugiin.go.jp/index.nsf/htm
l/index_gian.htm

（
13
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
四
日
、
参
照
。

（
14
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
三
日
、
参
照
。

（
15
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
西
圏
に
お
け
る
中
小
企
業
再
生
の
取
り
組
み
―
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
の
活
動
を
中
心
に
―
」、

『
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
三
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
九
年
七
月
、
参
照
。

（
16
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
多
数
の
研
究
成
果
が
あ
る
が
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
難
波
孝
一
・
渡
部
勇
次
・
鈴
木
謙
也
・
徳
岡
治
「
会
社
更
生

事
件
の
最
近
の
事
情
と
今
後
の
新
た
な
展
開
―
債
務
者
会
社
が
会
社
更
生
手
続
き
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策：

Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社

更
生
手
続
き
の
運
用
の
導
入
を
中
心
に
」『
Ｎ
Ｂ
Ｌ
』、
Ｎ
ｏ．

八
九
五
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
五
日
、
参
照
。
ま
た
、
多
比
羅
誠
・
須

藤
英
章
・
瀬
戸
英
雄
弁
護
士
は
同
提
案
を
「
会
社
更
生
手
続
き
に
対
す
る
既
成
概
念
を
打
破
し
、
そ
の
適
用
場
面
を
拡
張
し
よ
う
と
試
み

る
も
の
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
多
比
羅
誠
・
須
藤
英
章
・
瀬
戸
英
雄
「『
会
社
更
生
事
件
の
最
近
の
事
情
と
今
後
の
新
た
な
展
開
』

に
対
す
る
検
討
」、『
Ｎ
Ｂ
Ｌ
』、
Ｎ
ｏ．

八
九
五
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
五
日
、
参
照
。

（
17
）

ク
リ
ー
ド
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
）、
参
照
。

http://w
w

w
.creed.co.jp/ir_jpn/irall/314820831715227769486609238327.pdf
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（
18
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
一
月
一
〇
日
、
参
照
。

（
19
）

日
本
綜
合
地
所
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
二
月
二
三
日
）、
参
照
。

http://w
w

w
.ns-jisho.co.jp/ir/pdf/kaiji/20090223_3.pdf

（
20
）

『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
二
月
六
日
、
参
照
。

（
21
）

日
本
綜
合
地
所
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
四
月
二
〇
日
）、
参
照
。

http://w
w

w
.ns-jisho.co.jp/ir/pdf/20090420.pdf

（
22
）

『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
二
月
二
〇
日
、
参
照
。

（
23
）

あ
お
み
建
設
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）、
参
照
。

http://w
w

w
.aom

i-const.jp/ir/2008/idou090209.pdf

（
24
）

あ
お
み
建
設
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
）、
参
照
。

http://w
w

w
.aom

i-const.jp/ir/2008/090219daihyo.pdf

（
25
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
六
月
一
二
日
、
参
照
。

（
26
）

『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
四
月
三
日
、
参
照
。

（
27
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
六
月
一
日
、
参
照
。

（
28
）

多
比
羅
誠
・
須
藤
英
章
・
瀬
戸
英
雄
「『
会
社
更
生
事
件
の
最
近
の
事
情
と
今
後
の
新
た
な
展
開
』
に
対
す
る
検
討
」、『
Ｎ
Ｂ
Ｌ
』、
Ｎ
ｏ．

八
九
五
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
五
日
、
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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